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Cisco SD-WAN Cloud onRamp for Colocationソリューション
の要件

Cisco SD-WANCloud onRamp for Colocationソリューションを展開するためのハードウェア、ソ
フトウェア、Cloud OnRamp for Colocationクラスタ、およびケーブル接続の要件を以下に示し
ます。

ハードウェア要件

次の表に、ハードウェア要件を示します。

表 1 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

このリリース以降、Cisco CSP-5456は Cloud onRamp for
Colocationソリューションでサポートされています。CSP-5456
は56コアのより高いキャパシティを提供し、サービスチェー
ン内の VNFの配置を最大化します。

Cisco SD-WAN
リリース20.4.1

Cisco Cloud
Services
Platform、
CSP-5456のサ
ポート
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表 2 :ハードウェア要件

ハードウェア要件コンポーネント

CSP-5444および CSP-5456コンピューティングプラッ

トフォーム

Cisco UCS C240 M5SX（2RU）物理フォームファクタ

CSP-5444：44個の物理コア

CSP-5456：56個の物理コア

プロセッサコア数

6PCIe NICスロット

8 × 1.2 TB = 9.6 TBディスク

26（24使用可）ディスクスロット数

192 GBの RAMメモリ

12 Gbps SAS HWコントローラ、4 GBフラッシュバックライト
キャッシュ（FBWC）、RAID 10。

RAID

M5 6 x 1GE Intel i350ポートの 4 x 1PCIEカード、2 x 1GE LoM

NFVISおよび VM管理トラフィックには、ポートチャ
ネル構成の 2-GigEインターフェイスが必要です。

（注）

ベースネットワーキング
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ハードウェア要件コンポーネント

2 x Intel X520 2ポート 10G（Niantic）および Intel XL710 4ポート
10G SFP+（Fortville）

ポートチャネル構成で仮想スイッチに接続された 2つ
の Fortville 10Gインターフェイス。この接続は、virtio
インターフェイスのみをサポートする VMとの間の実
働トラフィックに必要です。

（注）

ポートチャネル構成で仮想スイッチに接続された 2つ
の Fortville 10Gインターフェイス。この構成は、2つの
異なるCSPシステムでホストされているVNF間のVNF
HA状態の同期に必要です。

（注）

SR-IOVモードの 4つのNiantic 10Gインターフェイス。
ハイパーバイザまたは仮想スイッチをバイパスするた

めに、高性能で低遅延のネットワーク接続を必要とす

る VMには、これらのインターフェイスが必要です。
SR-IOVをサポートできる VMは、SR-IOV仮想機能
（VF）に接続する必要があります。このモードでは、
リンクの冗長性は利用できません。

（注）

規範的接続の場合、Fortville NIC（X710）がライザー
1、スロット 2、および Nianticカード（X520）がライ
ザー 1、スロット 1、およびライザー 2、スロット 4に
配置されていることを確認します。

（注）

ネットワークインターフェ

イスカード（NIC）

2 x Intel Xeon Gold 6152シリーズプロセッサ（2）

デュアル電源電源

Catalyst 9500-40X

40個の 10Gポートと 2個の 40Gポートをサポート

ネットワークファブリック

Catalyst 9500-48Y4C

48個の 1G/10G/25Gポートと 4個の 40G/100Gポートをサポート

十分な数の1Gポートとポートチャネル機能を備えたスイッチは、
管理スイッチとして使用できます。ハードウェアとリンクの冗長

性をサポートするには、2つのスイッチを推奨します。

管理ネットワーク

ソフトウェア要件

次の表に、ソフトウェア要件を示します。
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表 3 :ソフトウェア要件

ソフトウェア要件コンポーネント

Cisco NFVIS Cloud OnRamp for Colocation

「Release Notes for Cisco SD-WAN Cloud OnRamp for Colocation
Solution」を参照してください。

仮想化インフラストラク

チャソフトウェア

Cisco vManage

ビジネスインサイトの

•詳細については、「Cisco SD-WAN Product Documentation」
を参照してください。

•最新の Cisco vManage機能の詳細については、「Cisco
SD-WAN Release Notes」を参照してください。

オーケストレーション

すべての CSPデバイスとスイッチは、Cloud OnRamp for Colocationソリューションで
同じバージョンのソフトウェアを実行する必要があります。コロケーション内のすべ

てのデバイスの新しいソフトウェアバージョンは、対応可否に応じて Cisco vManage
でホストされます。

サポートされているプラットフォームおよびファームウェア

次の表に、サポートされているCisco NFVISのプラットフォームとファームウェアバージョン
を示します。

バージョンファームウェアプラットフォーム

C240M5.4.2.2b.0.0613220203BIOSCSP-5444、CSP-5456

4.2 (2a)CIMC

CIMCバージョンをアップグレードするには、『Cisco Host Upgrade Utility User Guide』を参照
してください。

CIMCバージョンをアップグレードするときは、テクニカルアシスタンスセンター（TAC）
に連絡することをお勧めします。

（注）
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan-network-hub/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan-network-hub/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/sw/lomug/2-0-x/3_0/b_huu_3_0_1/b_huu_2_0_13_chapter_011.html?dtid=osscdc000283


配線に関する要件

表 4 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

この機能を使用すると、CiscoCatalyst 9500-48Y4Cスイッチの
100-GイーサネットインターフェイスにSVLポートを構成で
きるため、高レベルのパフォーマンスとスループットが保証

されます。

Cisco IOS XE
リリース
17.8.1a

Cisco vManage
リリース20.8.1

CiscoNFVISリ
リース 4.8.1

100Gインター
フェイスでの

SVLポート構
成のサポート

この機能により、コロケーションクラスタの作成時から、入

力および出力トラフィックに共通のポートチャネルが導入さ

れます。この機能は、接続されているすべてのメンバーリン

クを 1つのポートチャネルにまとめ、トラフィックのロード
バランシングを行うことで、中断のないトラフィックフロー

を促進します。入力ポート番号は、単一のポートチャネルを

作成するために使用されます。

Cisco vManage
リリース20.9.1

CiscoNFVISリ
リース 4.9.1

入力および出

力トラフィッ

クの共通ポー

トチャネル

このソリューションは、Cisco CSPデバイスとCisco Catalyst 9500スイッチ間のフレキシブルな
接続と規範的接続の両方をサポートします。

規範的接続

規範的接続は、Cisco Catalyst 9500-48Y4Cおよび Cisco Catalyst 9500-40Xスイッチの両方でサ
ポートされています。

次の情報に基づいて、Catalyst 9500スイッチのSVLポートとアップリンクポートを接続してい
ることを確認してください。

Cisco Catalyst 9500-40X

• Stackwise Virtual Switch Link（SVL）ポート：1/0/38～ 1/0/40、および 2/0/38～ 2/0/40

•アップリンクポート：1/0/36、2/0/36（入力 VLANハンドオフ）および 1/0/37、2/0/37（出
力 VLANハンドオフ）

Cisco Catalyst 9500-48Y4C

次の図は、Cisco Catalyst 9500-40Xスイッチの物理接続の概要設計を示しています。
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図 1 : Cisco Catalyst 9500-40Xの規範的接続

上記のトポロジでは、各 CSPに OOB管理スイッチへのポートチャネルとして構成された 2つ
の 1 GB管理ポートがあります。各 Cisco Catalyst 9500-40Xスイッチは 1 GBポートに接続され
ています。この接続には、Cloud onRamp for Colocationごとに管理スイッチに 2つのポートが
必要です。サービスプロバイダーのハンドオフは、このスイッチの10GBポートに接続されて
います。すべてのサービスプロバイダーのポートは、Cisco Catalyst 9500-40Xスイッチにトラ
ンクされます。すべての VLANは、Cisco Catalyst 9500-40Xスイッチのすべてのポートで構成
されます。

同様に、CSPデバイスを所定の方法で Cisco Catalyst 9500-48Y4Cスイッチに接続できます。

管理スイッチはオーケストレーションされていないため、手動でプロビジョニングする

必要があります。管理スイッチはオーケストレーションされていませんが、管理スイッ

チとデバイスが定義された接続に従って接続されていることを確認してください。

（注）

フレキシブルな接続

Cisco Catalyst 9500-40Xおよび Cisco Catalyst 9500-48Y4Cスイッチでフレキシブルな接続がサ
ポートされています。フレキシブルな接続の場合、以下に従います。

•正確に 2枚のNianticカードと 1枚の Fortvilleカードを Cisco CSPデバイスのライザカード
スロットに挿入する必要があります。
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Nianticカードをライザスロット 1と 4以外のスロットに挿入
し、Fortvilleカードをスロット 2以外のスロットに挿入する
場合は、すべてのカードを接続した後で、Cisco NFVISを
Cisco CSPデバイスにクリーンインストールします。

（注）

• Cisco Catalyst 9500-40Xまたは Cisco Catalyst 9500-48Y4Cスイッチの使用可能なポートに接
続された Cisco CSPデバイスのすべてのデータポート。

Cisco CSPデバイスのすべてのポートを接続し、それらがプ
ライマリおよびセカンダリスイッチポートに冗長な方法で接

続されていることを確認します。すべての Cisco CSPポート
が接続されていない場合、クラスタのアクティブ化プロセス

は失敗します。

（注）

• 1/0/1～ 1/0/48と 2/0/1～ 2/0/48または 1/0/48～ 1/0/52と 2/0/48～ 2/0/52の間の任意の SVL
ポートを接続します。

• 10G/25Gスループットの場合は 1/0/1～ 1/0/48と 2/0/1～ 2/0/48の間、または 40G/100Gス
ループットの場合は 1/0/49～ 1/0/52と 2/0/49～ 2/0/52の間の任意のアップリンクポートを
接続します

•冗長性を確保するために、Cisco CSPデバイスのすべての Nianticポートと Fortvilleポート
を接続します。たとえば、Nianticポートがライザスロット 1と 2に接続され、Fortville
ポートがライザスロット 4に接続されている場合、次のいずれかの方法で Cisco CSPイン
ターフェイスをスイッチに接続できます。

•プライマリスイッチ：eth1-1、eth2-1、eth4-1、eth4-3

セカンダリスイッチ：eth1-2、eth2-2、eth4-2、eth4-4

•プライマリスイッチ：eth1-2、eth2-1、eth4-1、eth4-2

セカンダリスイッチ：eth1-1、eth2-2、eth4-3、eth4-4

•物理ネットワーク機能（PNF）を利用可能な Cisco Catalyst 9500-40Xまたは Cisco Catalyst
9500-48Y4Cスイッチに接続します

• Cisco Catalyst 9500-40XまたはCisco Catalyst 9500-48Y4Cスイッチをそれぞれ 1GB管理ポー
トに接続します。各CiscoCSPデバイスには、OOB管理スイッチへのポートチャネルとし
て構成された 2つの 1 GB管理ポートがあります。管理スイッチは Cisco vManageによっ
てオーケストレーションされません。したがって、次の図に示すように、管理スイッチと

管理ポートを接続してください。

次の図は、SVLポートとアップリンクポートがデフォルトポートに接続されている Cisco CSP
デバイスと Cisco Catalyst 9500-48Y4Cスイッチ間のフレキシブルな接続を示しています。
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図 2 : Cisco SD-WAN Cloud onRamp for Colocationソリューションのフレキシブルな接続

ソリューションを展開するための前提条件
Cisco SD-WANCloud onRamp for Colocationソリューションを展開するための前提条件は次のと
おりです。

•少なくとも 2つのCSPPID（2つのNianticsと 1つの Fortville）が必要です。クラスタ（HA
インスタンスを含む）ごとに必要なサービスチェーンの数に応じて、より多くの CSPデ
バイスを注文できます。また、CSPデバイスの数を注文するときは、スループット要件ま
たは Cloud onRamp for Colocationを終了するセッション数を考慮してください。

•注文したデバイスを PNPクラウドと vOrchestratorに反映するために必要なスマートアカ
ウント。

• 2つの Cisco Catalyst 9500-40Xまたは Cisco Catalyst 9500-48Y4Cおよび OOBスイッチと、
クラスタごとに 1つの DHCPサーバーが必要です。

•ポートチャネル、RJ45およびデータ SFPと、接続用のケーブルが必要です。

• WAN終端用のルータが必要です。

•スイッチと CIMCを設定するためのターミナルサーバーが必要です。
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•クラスタごとの管理 IPプールを 2つの部分に分割します。クラスタ内の物理デバイスの
数とブロードキャストとゲートウェイに必要な IPアドレスを考慮して、DHCPサーバー
上の一部を構成します。VNFおよび Cisco Colo Managerの Cisco vManageで、管理 IPプー
ルの他の部分を構成します。CiscovManage管理プールの最初の IPアドレスは、CiscoColo
Managerに使用されます。この IPアドレスと PNPサーバーをスイッチに設定しているこ
とを確認してください。

Cisco SD-WAN Cloud onRamp for Colocationソリューション
デバイスのサイジング要件

Cloud onRamp for Colocationクラスタ要件は、スループットとコンピューティングの需要に基
づいて、小規模、中規模、大規模、および超大規模のクラスタに分類できます。

次の基準を考慮して、さまざまなCloudonRamp forColocationのサイズカテゴリを決定します。

Cloud onRamp for Colocationのサイズは、CSPデバイス、Cisco Catalyst 9500-40Xおよび
Cisco Catalyst 9500-48Y4Cスイッチなどのデバイスを注文するときに、オーケストレー
ションの前に決定する必要があります。

（注）

•パブリッククラウドに必要な接続の数と、これらのクラウドに到達しようとする顧客の数
に応じて、必要なサービスチェーンの数を決定します。

•適用する必要があるポリシーに応じて、各サービスチェーンで必要なVMの数を決定しま
す。

•上記の2つの基準から、サービスチェーンごとに必要なスループットを平均して判断でき
ます。

単一の Cisco SD-WAN Cloud onRamp for Colocation Solutionソリューションの展開では、4つの
CSPシステムをクラスタに展開できます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


